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Salinity

FG6の第3回セミナーを開催します。今回は、オーストラリアの農業上最大
の課題である乾燥ストレス・耐塩ストレスに対し、電気生理学・分子生理学
を起点として塩害フィールドでの作物の応答まで視野にいれた研究を展開
しているお二人にご講演をいただきたいと思います。 

Dr. Steve Tyermanは、耐塩性研究におけるパッチ
クランプを始めとする電気生理解析の先駆者であり、
かつ後に水チャネルの機能と作物の耐塩性との関係
についての研究も進めるなど、25年以上にわたり植物
の耐塩性機構の研究に取り組んで来られました。現在
はPlant Energy Biologyという産官学連携の大きな
ファンディングを指揮していらっしゃいます。今回は、水
チャネルとして広く認識されている分子が、水ばかりでは
なくナトリウムを含む陽イオンを非選択的に通す可能性
を示唆する最新のデータなどご紹介くださいます。

Dr. Sergey Shabalaは、根や葉などの組織を試料と
して、非破壊的にイオンの流入・流出を測定するMIFEと
よばれる独自の手法を開発し、作物のイオン輸送の機序
を解き明かす先駆的研究をされています。今回は、近年
精力的に進められている好塩生植物の耐性システムを

解析された結果も踏まえ作物の耐塩性には、実はナト
リウム排除と同等、もしくはそれ以上に細胞質内のカ
リウム保持が重要である可能性を示唆する最新の
データをご紹介くださる予定です。

お二人の講演内容はともに耐塩性ということで、FG6
が取り扱う放射性セシウム汚染ではありませんが、セシ
ウム、カリウム、ナトリウムが同じ１価の陽イオンとして
存在する、という類似性の他、農業現場の問題点・課題
を解くためにどのような研究が必要であるか、また乾燥
地でのコムギ・オオムギ生産が重要産業であるオースト
ラリアにおいて、基礎科学を元々の専門とされるお二人
が、農業現場の課題をどのように研究題材として取り組
んできたか、基礎科学と実学をどのように両立してきた
か、大変参考になるものと思っております。 興味ある方
のご参加をお待ちしております。（RI 田野井慶太朗）
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Halophytes: an untapped resource to improve salinity stress tolerance in crops

 Roles of root aquaporins under drought and salinity
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